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１ お詫び 

 

  「電子メールによる誤送信について」 

 

 このたび、第２回再犯防止・更生支援セミナー参加者の皆様に対し、電子メールで開催の御案

内を一斉送信する際、メールアドレスを受取人以外に伏せて送信することができる「ＢＣＣ（ブ

ラインド・カーボン・コピー）」に入れて送信すべきところ、誤って「ＴＯ（宛先）」に入れ、

全ての受信者にお互いのメールアドレスが見える形で送信してしまったことが判明しました。 

 

誤送信してしまった皆様に対しては、お一人お一人にお詫びの御連絡をするとともに、誤送信

したメールの削除をお願いいたしました。 

 

 今後、メール送信の際には、送信前に複数の職員で送信先、本文、添付ファイル等に誤りがな

いかを確認するなど再発防止に努め、個人情報の管理及び取扱いにはより一層の注意を払ってい

きたいと考えております。 

 この度は、誠に申し訳ございませんでした。 

 

関東更生支援ネットワーク事務局 

東京矯正管区更生支援企画課一同 
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２  今月の再犯防止トピックス 

 

「７月は社会を明るくする運動強化月間＆再犯防止啓発月間！」 



  

〇 社会を明るくする運動について 

 

・７月１８日（月）～７月３１日（日）までの間、甲府駅南口セレオビジョンにて、“社会を明

るくする運動” 広報動画（ＣＭ動画）を１５分ごとに放映します。 

 

・７月から８月まで、さいたま新都心駅前大型ビジョンにて、“社会を明るくする運動”埼玉県

推進委員会の動画広報が配信されます。大野埼玉県知事メッセージとＣＭ動画の連続放映が行わ

れます。 

 

・７月中、熊谷市庁舎内モニターにて、“社会を明るくする運動”動画広報（熊谷地区保護司会

の保護司有志が作成したオリジナル動画）を放映します。 

 

・７月中、千葉地方合同庁舎１階ロビーにて、“社会を明るくする運動”ＣＭ動画が放映されま

す。 

 

・７月中、船橋駅南口フェイスビル５階入口にて、“社会を明るくする運動”ＣＭ動画が放映さ

れます。 

 

・７月中、安曇野市役所１階ロビーにて、“社会を明るくする運動”広報パネル展示（安曇野地

区保護司会による更生保護制度や“社会を明るくする運動”に関するパネルを設置した広報活

動）が行われます。 

 

 

〇 再犯防止啓発動画について 

 

 ７月は「再犯防止啓発月間」と再犯防止推進法第６条に規定されています。 

昨年度は３箇所のデジタルサイネージにおいて再犯防止啓発動画を放映しましたが、今年度は

１９箇所において放映することができました。 

 

放映箇所 

・さいたま新都心駅前大型ビジョン・ニュー新橋ビルの壁面・越谷ツインシティビジョン 

・昭島市役所・さいたま市８区役所・越谷市役所・所沢市役所・鴻巣市役所 

・久喜市役所・新座駅前ロータリー・さくら市役所・千葉市役所 

 

各地方自治体を訪問した際に庁舎等のデジタルサイネージで再犯防止啓発動画を放映していた

だくよう協力をお願いしたところ、複数の地方自治体に快諾していただき、昨年度以上に啓発活

動が実施できました。御協力に感謝いたします。 

 

７月末まで放映していますので、お近くにお寄りの際は、是非立ち止まって御覧ください。 
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３ 更生コラム「アスキザス」Vol.9 ～走れメロス～ 

  

 

あなたは温泉宿に泊まっているとする。持ち合わせがなくなるのを心配して、連れ合いはあな

たの親友に現金を託す。あなたと親友は気が大きくなって豪遊する。金が底をつく。親友を宿の

「人質」にして、あなたは金策に上京する。３日たっても５日たっても戻らない。業を煮やした



親友は、ついに東京に出向く。そこで見たのは、金策そっちのけで将棋を指しているあなたの姿

だった。いきなり怒鳴りつけた親友に、あなたはうそぶく。 

「待つ身が辛いかね、待たせる身が辛いかね」。 

これが文壇にいう太宰治と檀一雄の「熱海事件」である。この４年後の昭和１５年に「走れメ

ロス」が発表された。 

 

「走れメロス」は、従来、「待つ身」と「待たせる身」の友情と信頼の物語として読まれてき

た。主人公メロス、友人のセリヌンティウス、「暴君」ディオニスの３人の心理劇である。最近

の中２国語科学習では、テーマは深堀りされ、陰影深い読み解きになっている。走る意味を問う

ことは生きる意味を問うこと。メロスの心に隠れていた「悪い夢」。セリヌンティウスの「深謀

遠慮」。王のアンビバレントな性格。ラストシーンでメロスが「裸」であることなど、作品に込

められているメタファーの解釈も重要性が増している。評論家の若松英輔さんは、「走れメロ

ス」をディオニス王の物語だとするのだ。「人を信じたいが信じられない」。ディオニスが、人

間不信から一番大きく転回する「自己発見」をするからだ。 

 

「待つ身」のつらさを知り尽くしている人たちがいる。立ち直りをめざす人を、理由を知った

うえで雇い入れる協力雇用主たちである。出所者の離職率は高い。 

雇用主たちは、出所者の成長を夢見ている。しかし、笑顔で「頑張ります」と言っていた翌

日、無断欠勤する。ある日突然、無断で辞めてしまう。社宅に駆けつけると、備え付けのテレビ

や洗濯機は質屋に入れられている。神奈川のある雇用主は「裏切られたと思ってしまうこともあ

った」と心の内を明かす。 

それでも、雇用主は怒りから遠いところに自分を置く。怒ってしまうと、つながりが途絶えて

しまうからだ。社会の底に横たわる現実を知っているだけに、出所者に向き合い続ける。出所者

というレッテルを剥がせる。生き直しを手伝える。社会の居場所を作れる。「彼らには私たちし

かいない」。「走れメロス」が友情と信頼のテーマを持つとすると、協力雇用主のストーリーは

信念の物語というほかない。 

 

「走れメロス」は、解釈の多様性を持つ点でやはり名作である。檀は「小説 太宰治」で言うの

である。「『走れメロス』という太宰の傑れた作品を読んで、おそらく私達の熱海旅行が、少な

くともその重要な心情の発端になっていはしないかと考えた。あれを読むたびに、文学に携わる

はしくれの身の幸福を思うわけである」。 

埼玉の協力雇用主も言うのである。「どこにも居場所がなかった人が、うちで居場所を見つ

け、家庭を持って独り立ちしていく。その場に立ち会えるのが何よりの楽しみです」。 

 

メロスを走らせ、３日間待つ暴君。人を信じることができず、孤独に苦しんでいた。ディオニ

ス王が物語を通して心を大きく変える。人とともに生きることに気づくのである。王は最後に言

う。これは協力雇用主に支えられて社会に歩みゆく出所者の言葉でもあるだろう。 

「私も仲間の一人にしてほしい」。 
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４ お知らせコーナー 

 

〇 「７月１３日 第２回再犯防止・更生支援セミナー実施結果について」 

   

  本年７月１３日、さいたま新都心合同庁舎において、第２回再犯防止・更生支援セミナーを

開催しました。講師として千葉大学の東本愛香氏をお迎えし、７６名を対象に「刑務所におけ

る認知行動療法～社会で更に生きるために～」をテーマにお話しいただきました。刑務所や保

護観察所でのプログラムに関わってこられた経験から、認知行動療法について貴重な事例とと

もに、身近に引き寄せて分かりやすく説明していただき、盛況のうちに閉幕しました。 



  御参加くださった皆様、ありがとうございました。 

 

〇 「関東更生支援ネットワーク会員が２００名を突破！！」 

 

  令和３年６月に関東地方更生保護委員会と東京矯正管区が立ち上げた「関東更生支援ネット

ワーク」が、この度会員数２００名を突破しました。 

  矯正・保護の関係者のほか、地方公共団体、福祉・教育・医療関係者、ＮＰＯ法人、学生な

ど、再犯防止・更生支援に興味や関心のある方々に御加入いただいています。 

  新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、今後もセミナーや矯正施設見学ツアーなど、更

生支援について皆様と一緒に考える機会を計画していきたいと考えておりますので、よろしく

お願いします。 

 

 

【関東更生保護委員会からのお知らせ】 

 

〇 ７月１日（金）～７月１５日（金）の９時～２０時の間、山梨県立図書館にて、“社会を明

るくする運動”ミニ展示（罪を犯した人の立ち直りや生きづらさに関連する図書７０点余の展

示、貸出）が行われました。 

 

〇 ７月２０日（水）１３時３０分から、深谷市民文化会館にて、“社会を明るくする運動”深

谷市講演会（スポーツジャーナリスト増田明美氏による講演会）が行われました。 

 

 
 ＊ ＊ ＊ 

 

 このお知らせコーナーでは、会員の皆様からも、セミナーや研修会の開催情報など、他の会員

にお知らせしたい情報を募集しております。 

再犯防止・更生支援に関連して何か耳寄りな情報などありましたら、ぜひ事務局までお寄せく

ださい。本コーナーへの掲載を検討させていただきます。  
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 最後まで読んでいただきありがとうございました。 

 

 本メールマガジンの配信を止めたい方は、事務局（下記連絡先）まで、件名に「アスワ配信停

止」と記載したメールを送信してください。本文の記載は不要です。 

  

 関東更生支援ネットワーク事務局 東京矯正管区更生支援企画課 

 Mail：1.toukyoukyousei.j7u@i.moj.go.jp 

 

 会員の皆様からのご意見・ご感想もお待ちしております！ 
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